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（１） 干渉検討作業の状況について

これまでの検討状況

ＴＶ放送との干渉検討については、これまで複数回のＡＨ会合を開催し、干渉検討シナリオ、パラメータ、

検討手法などについて検討を進めてきている。

基本的な検討方針基本的な検討方針

第４１回委員会（９月２日）において、基本的な検討事項として、隣接システムとの最小ガードバンド幅と、

そのときの共用条件を求めること、検討が重複するものは、割愛して検討を効率化することが承認され

た。これに基づき、干渉検討では、基本的に、ＴＶ放送の周波数上限（７１０ＭＨｚ）からの最小ガードバた。これに基づき、干渉検討では、基本的に、ＴＶ放送の周波数上限（７１０ＭＨｚ）からの最小ガ ドバ

ンド幅を求めることとし、重複する干渉検討シナリオについては結果を流用するなど効率的に調査を進

めることとする。

具体的な検討方法具体的な検討方法

まず、１対１の対向モデルによる検討を行うこととし、現実的な設置条件に近い調査モデルとして、アン

テナ高低差を考慮した調査モデルにて干渉調査を実施する。

ＴＶ受信側の干渉パラメータについては 基本的に過去の情報通信審議会で用いたデータを用いることＴＶ受信側の干渉パラメ タについては、基本的に過去の情報通信審議会で用いたデ タを用いること

とするが、ＴＶ受信機の耐干渉特性については、与干渉信号の振る舞いによって変わる可能性があるた

め、ＴＶ受信機実機を用いた簡易実験を行い、過去に用いた干渉パラメータの適切性を確認する。

本資料における検討結果について本資料における検討結果について

前回報告したＬＴＥ基地局、移動局の検討に加え、ＬＴＥ陸上移動中継局、小電力レピータについても

検討を行い、最も干渉条件の厳しいシナリオにおける所要ガードバンド幅及び対策案の検討を行った。
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（２） 干渉検討シナリオ

干渉検討シナリオを以下に示す。

① 家庭ＴＶ 八木ＡＮＴ ブースタ無 （１０ｍ Ｈ）

② 家庭ＴＶ 八木ＡＮＴ ブースタ有 （１０ｍ Ｈ） （飽和なし）

③ 家庭ＴＶ 簡易ＡＮＴ ブースタ無 （５ｍ Ｈ）

④ 家庭ＴＶ 簡易ＡＮＴ ブ スタ有 （５ｍ Ｈ） （飽和なし）

与干渉

ＴＶ放送（送信） ＬＴＥ（送信）

Ｔ
Ｖ
受
信

④ 家庭ＴＶ 簡易ＡＮＴ ブースタ有 （５ｍ Ｈ） （飽和なし）

⑤ 家庭ＴＶ 簡易室内ＡＮＴ ブースタ無 （１ｍ Ｈ）

⑥ 家庭ＴＶ 簡易室内ＡＮＴ ブースタ有 （１ｍ Ｈ） （飽和なし）

⑦ 家庭ＴＶ 八木ＡＮＴ ブースタ有 （１０ｍ Ｈ） （飽和あり）

⑧ 家庭ＴＶ 簡易ＡＮＴ ブースタ有 （５ｍ Ｈ） （飽和あり）

⑨ 可搬型端末（屋外） （１．５ｍ Ｈ）

⑩ 可搬型端末（屋内）

ＴＶ放送（送信） ＬＴＥ（送信）

１ ２ ３ ４
ＬＴＥ下り
（Ｉ-X）

ＬＴＥ上り
（ＩＩ-X）

⑩ 可搬型端末（屋内）

⑪ 移動端末（バス） （３ｍ Ｈ）

⑫ 移動端末（自家用車） （１．５ｍ Ｈ）

⑬ 大規模中継局 （受信） （５ｍ Ｈ）

⑭ 極微小電力局 （受信） （５ｍ Ｈ）

⑮ 共聴受信（飽和あり）

①

②

Ｔ
Ｖ
送
信

１ 親局（送信） （１００ｍ Ｈ）

２ 親局（送信） （２０ｍ Ｈ）

３ 大規模中継局（送信） （２０ｍ Ｈ）

４ 極微小中継局（送信） （１０ｍ Ｈ）

Ｉーａ 基地局

ＴＶ放送
（受信）

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

ＬＴＥ
下り

Ｉーｂ 小電力レピータ（一体型）

Ｉーｃ 小電力レピータ（分離型）

Ｉーｄ 陸上移動中継局（屋外エリア用）

Ｉーｅ 陸上移動中継局（屋内エリア用 一体型）

被
干
渉

⑭

⑮

Ｉーｆ 陸上移動中継局（屋内エリア用 分離型）

ＬＴＥ
上り

ＩＩーａ 移動局

ＩＩーｂ 小電力レピータ（一体型）

ＩＩーｃ 小電力レピータ（分離型）

ＩＩ ｄ 陸上移動中継局（屋外エリア用）

ＬＴＥ
（受信）

ＬＴＥ下り
（Ｉ-X）

ＬＴＥ上り
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上り ＩＩーｄ 陸上移動中継局（屋外エリア用）

ＩＩーｅ 陸上移動中継局（屋内エリア用 一体型）

ＩＩーｆ 陸上移動中継局（屋内エリア用 分離型）

ＬＴＥ上り
（ＩＩ-X）
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（３） 検討結果まとめ

ＴＶ放送とＬＴＥとの最小ＧＢ幅（およびその条件）について下表に示す。

与干渉

ＴＶ放送（送信）
ＬＴＥ下り

（ＬＴＥ基地局送信）
ＬＴＥ上り

（ＬＴＥ移動局送信）

ＴＶ放送
ＧＢ３０ＭＨｚ以上

（ＬＴＥ陸上移動中継局屋外エリア用→
ＧＢ１５ＭＨｚ

（ＬＴＥ移動局→ＴＶ被干渉モデル⑬ＴＶ放送
（受信）

（ＬＴＥ陸上移動中継局屋外エリア用→
ＴＶ被干渉モデル②の帯域外干渉から

導出）

（ＬＴＥ移動局→ＴＶ被干渉モデル⑬
の帯域内干渉から導出）

※２ ※３

被干渉

ＬＴＥ下り
（ＬＴＥ移動
局受信）

ＧＢ３０ＭＨｚ＋離隔距離４７０ｍ
（ＴＶ親局２０ｍ→ＬＴＥ移動局の帯域

外干渉から導出）

ＬＴＥ上り
（ＬＴＥ基地
局受信）

ＧＢ１０ＭＨｚ＋離隔距離２．３ｋｍ
（ＴＶ親局２０ｍ→ＬＴＥ基地局の

帯域内干渉から導出）
※１

※１ ＴＶ放送側の送信局設置位置を踏まえたＬＴＥ基地局のアンテナ設置位置調整等を行うことで、ＧＢ幅を更に小さく出来る可能性がある
※２ 実際のＬＴＥ移動局送信電力を考慮することで、ＬＴＥ移動局からの不要輻射の更なる改善により、ＧＢ縮小の可能性も考えられるが、具

体的な改善量等については更に詳細な検討が必要
※３ ＬＴＥ上り（移動局送信）からＴＶ放送受信系 の干渉が発生した場合 移動局は動きながら運用されること等から 原因特定が難しくな

© ２０１０ ＮＴＴ ＤＯＣＯＭＯ，ＩＮＣ． Ａｌｌ Ｒｉｇｈｔｓ Ｒｅｓｅｒｖｅｄ． 33

※３ ＬＴＥ上り（移動局送信）からＴＶ放送受信系への干渉が発生した場合、移動局は動きながら運用されること等から、原因特定が難しくな
ることが想定されるため、ＴＶ受信系への不具合発生時の原因切り分け等について、更に詳細な検討が必要。



（４） ＴＶ放送与干渉の場合

ＴＶ放送送信 → ＬＴＥ受信
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（４－１） 机上計算結果 ＴＶ放送 ⇒ ＬＴＥ（上り/下り）

ＧＢ＝０ＭＨｚにおける１対１の対向モデルによる机上計算結果を以下に示す。改善策の検討に関し、所要改善量が最大で

ある親局２０ｍからの与干渉のモデルで検討を行った。

与干渉

所要改善量 （ｄＢ）
ＴＶ放送（送信）

1
ＴＶ放送（送信）

２
ＴＶ放送（送信）

３
ＴＶ放送（送信）

４所要改善量 （ｄＢ）
（伝搬モデル：自由空間）

1
親局（送信）（１００ｍ Ｈ）

２
親局（送信）（２０ｍ Ｈ）

３
大規模中継局（送信）（２０ｍ Ｈ）

４
極微小電力局（送信）（１０ｍ Ｈ）

水平離隔
距離
[m]

帯域内干
渉所要改

善量

帯域外干
渉所要改

善量

水平離隔
距離
[m]

帯域内干
渉所要改

善量

帯域外干
渉所要改

善量

水平離隔
距離
[m]

帯域内干
渉所要改

善量

帯域外干
渉所要改

善量

水平離隔
距離
[m]

帯域内干
渉所要改

善量

帯域外干
渉所要改

善量
[m]

[dB] [dB]
[m]

[dB] [dB]
[m]

[dB] [dB]
[m]

[dB] [dB]

ＬＴＥ Ｉーａ 基地局 6.8 35.7 17.2 147 71.3 52.8 147 53.5 35 207 39.8 4.3

（受信） Ｉーｂ 小電力レピータ（一体型） 20 46.7 29.3 20 58.1 40.7 20 40.3 22.9 20 40.3 5.8

ＬＴＥ
上り
受信

Ｉーｃ 小電力レピータ（分離型） 20 46.7 29.3 20 58.1 40.7 20 40.3 22.9 20 40.3 5.8

Ｉーｄ
陸上移動中継局
（屋外エリア用）

680 52 34.6 40 76.6 59.2 40 58.8 41.4 20 53.5 19.1

Ｉーｅ
陸上移動中継局

（屋内エリア用 一体型）
20 46.7 29.3 20 58.1 40.7 20 40.3 22.9 20 40.3 5.8

被
干
渉

（屋 用 体 ）

Ｉーｆ
陸上移動中継局

（屋内エリア用 分離型）
20 36.8 19.4 109 43.3 25.9 108 25.6 8.2 20 27.8 -6.6

ＩＩーａ 移動局 193 32.2 34.9 36.3 48.5 51.2 36.3 30.7 33.4 8.5 36.4 22.1

ＩＩーｂ 小電力レピータ（一体型） 180 37.9 40.4 33 52.6 55.2 150 35.6 38.2 20 39.2 24.7

ＬＴＥ
下り
受信

ＩＩーｃ 小電力レピータ（分離型） 640 37.2 39.8 100 53.2 55.8 100 35.4 38 20 39.2 24.8

ＩＩーｄ
陸上移動中継局
（屋外エリア用）

680 44.8 47.4 45 69.1 71.7 45 51.4 53.9 20 44.8 30.4

ＩＩーｅ
陸上移動中継局

（屋内エリア用 一体型）
280 32.6 35.1 44 47.3 49.8 125 33.7 36.3 25 34.7 20.3
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ＩＩーｆ
陸上移動中継局

（屋内エリア用 分離型）
690 37.4 39.9 75 56.5 59.1 80 38.8 41.4 20 40.9 26.5
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（４－２） 改善検討（帯域内干渉） ＴＶ放送 ⇒ ＬＴＥ（上り/下り）

●ＴＶ放送親局２０ｍ⇒ＬＴＥ（下り）への帯域内干渉（ＧＢ＝０ＭＨｚにおける計算結果）●ＴＶ放送親局２０ｍ⇒ＬＴＥ（下り）への帯域内干渉（ＧＢ＝０ＭＨｚにおける計算結果）
ＬＴＥ移動局（下り受信）の場合、所要改善量は４８．５ｄＢである。
ＬＴＥ陸上移動中継局（下り受信）の場合、所要改善量の最大値は６９．１ｄＢ（屋外エリア用）である。
ＬＴＥ小電力レピータ（下り受信）の場合、所要改善量の最大値は５３．２ｄＢ（分離型）である。

●ＴＶ放送親局２０ｍ⇒ＬＴＥ（上り）への帯域内干渉（ＧＢ＝０ＭＨｚにおける計算結果）
ＬＴＥ基地局（上り受信）の場合、所要改善量は７１．３ｄＢである。
ＬＴＥ陸上移動中継局（上り受信）の場合、所要改善量の最大値は７６．６ｄＢ（屋外エリア用）である。
ＬＴＥ小電力レピータ（上り受信）の場合 所要改善量は５８ １ｄＢ（一体型/分離型）であるＬＴＥ小電力レピ タ（上り受信）の場合、所要改善量は５８．１ｄＢ（ 体型/分離型）である。

●ＴＶ放送⇒ＬＴＥ（上り／下り）への帯域内干渉への対策案について
ＴＶ放送からＬＴＥへの帯域内干渉については 与干渉側が親局 及び大規模中継局の場合 送信フィルタの交換等によＴＶ放送からＬＴＥへの帯域内干渉については、与干渉側が親局、及び大規模中継局の場合、送信フィルタの交換等によ

り特性の改善が期待できる。また、極微小電力局については、大規模中継局設備に交換することで、大規模中継局と同等
の送信特性とすることが期待できる（※１）。親局の場合、フィルタによる改善量は、ＧＢ幅が５～３０ＭＨｚで-３０～-８０ｄＢ
程度を期待できる（※２）。

ＬＴＥ基地局受信、陸上移動中継局受信、小電力レピータ受信の場合は、上記に加え、ＴＶ放送側の送信局設置位置を踏
まえたアンテナ設置位置調整等を行うことで、状況に応じて数十ｄＢ程度の改善を見込むことが期待される。

※１ 極微小電力局は狭小な敷地に設置しているため、大規模中継局に交換できるか否かは別途検討が必要。
※２ フィルタ交換によるＣＮ特性の劣化 放送波中継による下局への影響について別途検討が必要※２ フィルタ交換によるＣＮ特性の劣化、放送波中継による下局への影響について別途検討が必要。
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（４－３） 改善検討（帯域外干渉） ＴＶ放送 ⇒ ＬＴＥ（上り/下り）

●ＴＶ放送親局２０ｍ⇒ＬＴＥ下り受信への帯域外干渉と対策案放送親局 下り受信 帯域外干渉 対策案
【ＬＴＥ移動局（下り受信）】
帯域外干渉所要改善量は５１．２ｄＢとなるが、ＧＢ幅を３０ＭＨｚ以上とすることで、帯
域外干渉許容値が４２ｄＢ緩和され、改善が見込める。なお、移動局への受信フィルタ
追加は、サイズ、コスト等の観点から適用は困難である。追加 、 、 等 観点 用 困難 。

【ＬＴＥ陸上移動中継局（下り受信）】
所要改善量の最大値は、７１．７ｄＢ（屋外エリア用）であるが、右図の受信フィルタ（ｃ）
を適用することにより、ＧＢを１２ＭＨｚ以上で所要改善量はマイナスとなる。 ＬＴＥ基地局及びＬＴＥ陸上移動

【ＬＴＥ小電力レピータ（下り受信）】
所要改善量の最大値は５５．８ｄＢ（分離型）となるが、ＧＢ幅を１５ＭＨｚ以上とすること
で、ＬＴＥ小電力レピータ内デュプレクサの受信フィルタによる５０～６０ｄＢ程度の改善

ＬＴＥ基地局及びＬＴＥ陸上移動
中継局送受信フィルタ特性

が期待できる。

●ＴＶ放送親局２０ｍ⇒ＬＴＥ上り受信への帯域外干渉と対策案
【ＬＴＥ基地局（上り受信）】
帯域外干渉所要改善量は５２．８ｄＢであるが、右図の受信フィルタ（ｃ）を適用すること
により、ＧＢを６ＭＨｚ以上で所要改善量はゼロとなる。

【ＬＴＥ陸上移動中継局（上り受信）】
所要改善量の最大値は５９．２ｄＢ（屋外エリア用）であるが、右図の受信フィルタ（ｃ）を
適用することにより、ＧＢを８ＭＨｚ以上で所要改善量はマイナスとなる。

【ＬＴＥ小電力レピータ（上り受信）】
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所要改善量は４０．７ｄＢとなるが、ＧＢ幅を１０ＭＨｚ以上とすることで、小電力レピータ
内デュプレクサの受信フィルタによる４０～５０ｄＢ程度の改善が期待できる。



（４－４） 所要ＧＢ幅、所要離隔距離（ＴＶ放送親局（２０ｍ） ⇒ ＬＴＥ）

最悪干渉モデル（ＴＶ親局２０ｍ→ＬＴＥ）における、所要ＧＢ幅と所要離隔距離の関係を以下に示す。

水平離隔距離 ＧＢ幅 ５ＭＨｚ １０ＭＨｚ ２０ＭＨｚ ３０ＭＨｚ

帯域内干渉所要改善量 １３ ５ｄＢ ３ ５ｄＢ －１６ ５ｄＢ －

ＴＶ放送親局（２０ｍ）⇒ＬＴＥ上り/下りにおける所要ＧＢ幅、所要離隔距離の関係

ＬＴＥ下り

ＬＴＥ移動局
受信

３６．３ｍ

帯域内干渉所要改善量 １３．５ｄＢ ３．５ｄＢ １６．５ｄＢ

帯域外干渉所要改善量 ５１．２ｄＢ ３９．２ｄＢ ２４．２ｄＢ （＊） ９．２ｄＢ （＊）

所要改善量がマイナスとなる水平離隔距離 ５８ｋｍ １５ｋｍ ２．７ｋｍ ４７０ｍ

ＬＴＥ陸上移
動中継局

帯域内干渉所要改善量 ３４．１ｄＢ ２４．１ｄＢ ４．１ｄＢ －１５．９ｄＢ
ＬＴＥ下り

（ＬＴＥ移動
局受信）

動中継局
（屋外エリア

用）受信

４５ｍ 帯域外干渉所要改善量 ２２．７ｄＢ ３.７ｄＢ -２２.３dB －

所要改善量がマイナスとなる水平離隔距離 ３.２ｋｍ １ｋｍ １００ｍ －

ＬＴＥ小電力
レピータ（分 １００ｍ

帯域内干渉所要改善量 １８．２ｄＢ ８．２ｄＢ －１１．８ｄＢ －

帯域外干渉所要改善量 ５５ ８ｄＢ ４ ８ｄＢ -４ ２ｄＢ －レピータ（分
離型）受信

１００ｍ 帯域外干渉所要改善量 ５５．８ｄＢ ４．８ｄＢ -４.２ｄＢ －

所要改善量がマイナスとなる水平離隔距離 １０４ｋｍ ４１０ｍ － －

ＬＴＥ基地局
受信

１４７ｍ

帯域内干渉所要改善量 ３６．３ｄＢ ２６．３ｄＢ ６．３ｄＢ －１３．７ｄＢ

帯域外干渉所要改善量 ３．８ｄＢ －１５．２ｄＢ － －

ＬＴＥ上り
（ＬＴＥ基地
局受信）

受信

所要改善量がマイナスとなる水平離隔距離 ６ｋｍ ２．３ｋｍ ３５２ｍ －

ＬＴＥ陸上移
動中継局

（屋外エリア
用）受信

４０ｍ

帯域内干渉所要改善量 ４１．６ｄＢ ３１．６ｄＢ １１．６ｄＢ －８．４ｄＢ

帯域外干渉所要改善量 １０．２ｄＢ －８．８ｄＢ － －

所要改善量がマイナスとなる水平離隔距離 ６ ９ｋｍ ２ １ｋｍ ２００ｍ －用）受信 所要改善量がマイナスとなる水平離隔距離 ６.９ｋｍ ２.１ｋｍ ２００ｍ －

ＬＴＥ小電力
レピータ（分
離型/一体
型）受信

２０ｍ

帯域内干渉所要改善量 ２３．１ｄＢ １３．１ｄＢ －６．９ｄＢ －

帯域外干渉所要改善量 ４０．７ｄＢ -１０.３ｄＢ － －

所要改善量がマイナスとなる水平離隔距離 １１ｋｍ ４６０ｍ － －
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（＊）デュプレクサの実力値を加味

なお、ＬＴＥ基地局受信、陸上移動中継局受信、小電力レピータ受信については、ＴＶ放送側の送信局設置位置を踏まえたアンテナ設置位置調整等
を行うことで、上記の所要改善量に対し、状況に応じて数十ｄＢ程度の改善を見込むことが期待される。



（５） ＬＴＥ与干渉の場合（ＬＴＥ下り送信）

ＬＴＥ下り（基地局）送信 → ＴＶ放送受信

© ２０１０ ＮＴＴ ＤＯＣＯＭＯ，ＩＮＣ． Ａｌｌ Ｒｉｇｈｔｓ Ｒｅｓｅｒｖｅｄ． 9



（５－１） 机上計算結果 ＬＴＥ下り→ＴＶ放送受信

ＧＢ＝０ＭＨｚにおける１対１の対向モデルによる机上計算結果を以下に示す。ＴＶ受信を家庭ＴＶ、移動端末ＴＶ、ＴＶ放送中継局の３つに分けて

対策検討を行った
与干渉 ＬＴＥ下り 送信

Ｉーａ Ｉーｂ Ｉーｃ Ｉーｄ Ｉーｅ Ｉーｆ

ＬＴＥ基地局 ＬＴＥ小電力レピータ（一体型） ＬＴＥ小電力レピータ（分離型）
ＬＴＥ陸上移動中継局

（屋外エリア用）
ＬＴＥ陸上移動中継局
（屋内エリア用一体型）

ＬＴＥ陸上移動中継局
（屋内エリア用分離型）

帯域内 帯域外 イメ ジ 帯域内 帯域外 イメ ジ 帯域内 帯域外イメ ジ 帯域内 帯域外 イメ ジ 帯域内 帯域外 イメ ジ 帯域内 帯域外 イメ ジ

対策検討を行った。

所要改善量 （ｄＢ）
（伝搬モデル：自由空間）

水平離
隔距離
[m]

帯域内
干渉

所要改
善量
[dB]

帯域外
干渉

所要改
善量
[dB]

イメージ
干渉

所要改
善量
[dB]

水平離
隔距離
[m]

帯域内
干渉

所要改
善量
[dB]

帯域外
干渉

所要改
善量
[dB]

イメージ
干渉

所要改
善量
[dB]

水平離
隔距離
[m]

帯域内
干渉

所要改
善量
[dB]

帯域外
干渉

所要改
善量
[dB]

イメージ
干渉

所要改
善量
[dB]

水平離
隔距離
[m]

帯域内
干渉

所要改
善量
[dB]

帯域外
干渉

所要改
善量
[dB]

イメージ
干渉

所要改
善量
[dB]

水平離
隔距離
[m]

帯域内
干渉

所要改
善量
[dB]

帯域外
干渉

所要改
善量
[dB]

イメージ
干渉

所要改
善量
[dB]

水平離
隔距離
[m]

帯域内
干渉

所要改
善量
[dB]

帯域外
干渉

所要改
善量
[dB]

イメージ
干渉

所要改
善量
[dB]

家庭ＴＶ 八木ＡＮＴ ブ スタ
①

家庭ＴＶ 八木ＡＮＴ ブースタ
無（１０ｍ Ｈ）

214 46.2 35.7 22.2 21 48.8 8 1.7 21 48.8 8 1.7 19 64 37.2 30.9 25 48.7 9.9 3.6 23 39.8 1 -5.3

②
家庭ＴＶ 八木ＡＮＴ ブースタ
有（１０ｍ Ｈ） （飽和なし）

214 49.9 39.7 26.2 21 52.5 12 5.7 21 52.5 12 5.7 19 67.7 41.2 34.9 25 52.4 13.9 7.6 23 43.5 5 -1.3

③
家庭ＴＶ 簡易ＡＮＴ ブースタ

無（５ｍ Ｈ）
241 44.5 17.8 4.3 4 61.6 4.6 -1.7 4 61.6 4.6 -1.7 25 59.6 16.6 10.3 4 61.6 6.6 0.3 3 55 0 -6.3

家庭ＴＶ 簡易ＡＮＴ ブ スタ

被
干
渉

④
家庭ＴＶ 簡易ＡＮＴ ブースタ

有（５ｍ Ｈ） （飽和なし）
241 48.2 27.8 14.3 4 65.3 14.6 8.3 4 65.3 14.6 8.3 25 63.3 26.6 20.3 4 65.3 16.6 10.3 3 58.7 10 3.7

⑤
家庭ＴＶ 簡易室内ＡＮＴ ブー

スタ無（１ｍ Ｈ）
269 33.6 6.8 -6.7 2 80.3 23.3 17 2 80.3 23.3 17 35 46.7 3.7 -2.6 2 80.3 25.3 19 3 65 10 3.7

⑥
家庭ＴＶ 簡易室内ＡＮＴ ブー
スタ有（１ｍ Ｈ） （飽和なし）

269 37.3 16.8 3.3 2 84 33.3 27 2 84 33.3 27 35 50.4 13.7 7.4 2 84 35.3 29 3 68.7 20 13.7
渉

Ｔ
Ｖ
放
送
受
信

スタ有（１ｍ Ｈ） （飽和なし）

⑦
家庭ＴＶ 八木ＡＮＴ ブースタ
有（１０ｍ Ｈ） （飽和あり）

214 52.9 32 ー 21 55.5 4.3 - 21 55.5 4.3 - 19 70.7 33.5 - 25 55.4 6.2 - 23 46.5 -2.7 -

⑧
家庭ＴＶ 簡易ＡＮＴ ブースタ

有（５ｍ Ｈ） （飽和あり）
241 49.2 28.3 ー 4 66.3 15.1 - 4 66.3 15.1 - 25 64.3 27.1 - 4 66.3 17.1 - 3 59.7 10.5 -

⑨
可搬型端末（屋外）（１．５ｍ

72 36 25 4 11 9 3 61 7 20 9 14 6 3 61 7 20 9 14 6 30 50 6 23 8 17 5 3 61 7 22 9 16 6 3 50 8 12 1 5 7信 ⑨
Ｈ）

72 36 25.4 11.9 3 61.7 20.9 14.6 3 61.7 20.9 14.6 30 50.6 23.8 17.5 3 61.7 22.9 16.6 3 50.8 12.1 5.7

⑩ 可搬型端末（屋内） 72 26 15.4 1.9 0.5 84.4 43.6 37.2 0.5 84.4 43.6 37.2 30 40.6 13.8 7.5 0.5 84.3 45.6 39.2 0.5 67.3 28.6 22.2

⑪ 移動端末（バス）（３ｍ Ｈ） 72 26.1 15.5 2 3 61.4 20.6 14.2 3 61.4 20.6 14.2 28 51.6 24.8 18.5 3 61.3 22.6 16.2 3 51.8 13 6.7

⑫
移動端末（自家用車）（１．５ｍ

Ｈ）
72 26 15.4 1.9 3 61.7 20.9 14.6 3 61.7 20.9 14.6 30 50.6 23.8 17.5 3 61.7 22.9 16.6 3 50.8 12.1 5.7

⑬
大規模中継局 （受信）（５ｍ

249 65 1 39 5 28 20 73 6 17 8 13 4 20 73 6 17 8 13 4 58 76 5 34 8 30 4 20 73 5 19 8 15 4 20 64 6 10 8 6 5
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⑬
大規模中継局 （受信）（５ｍ

Ｈ）
249 65.1 39.5 28 20 73.6 17.8 13.4 20 73.6 17.8 13.4 58 76.5 34.8 30.4 20 73.5 19.8 15.4 20 64.6 10.8 6.5

⑭
極微小電力局 （受信）（５ｍ

Ｈ）
241 53.4 28.8 17.3 20 62.2 7.4 3.1 20 62.2 7.4 3.1 25 69 28.3 23.9 20 62.2 9.4 5.1 20 52.3 -0.4 -4.8

⑮ 共聴受信（飽和あり） 3 35.9 14.9 ー - - - - - - - - 3 39.8 2.6 - - - - - - - - -



（５－２） 改善検討（帯域内干渉） ＬＴＥ基地局 → ＴＶ放送

●ＬＴＥ下り（基地局送信）⇒ＴＶ放送への帯域内干渉

与干渉側の基地局に送信フィルタを追加することにより特性の改善が期待できる。

・家庭ＴＶ受信（モデル①～⑧、⑮）
帯域内干渉所要改善量の最大値は、モデル⑦における改善量５２．９ｄＢであるが、ＧＢを７ＭＨｚとすることで、フィルタ（ｃ）を
適用することにより、５６．６ｄＢの減衰量が見込め、所要改善量はマイナスとなる。

・移動端末ＴＶ受信（モデル⑨～⑫）
帯域内干渉所要改善量の最大値は、モデル⑨における改善量３６ｄＢであるが、ＧＢを３ＭＨｚとすることで、フィルタ（ｃ）を適
用することにより、４７ｄＢの減衰量が見込め、所要改善量はマイナスとなる。

・ＴＶ放送中継局受信（モデル⑬、⑭）
域 所 善 値 ⑬ 善 が （ ）帯域内干渉所要改善量の最大値は、モデル⑬における改善量６５．１ｄＢであるが、ＧＢを１０ＭＨｚとすることで、フィルタ（ｃ）

を適用することにより、６８ｄＢの減衰量が見込め、所要改善量はマイナスとなる。

ＬＴＥ基地局送信フィルタにより期待できる特性改善量
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（５－３） 改善検討（帯域内干渉） ＬＴＥ陸上移動中継局下り → ＴＶ放送

●ＬＴＥ下り（陸上移動中継局陸上移動局対向器送信）⇒ＴＶ放送への帯域内干渉
与干渉側の陸上移動中継局に送信フィルタを追加することにより特性の改善が期待できる。

・家庭ＴＶ受信（モデル①～⑧、⑮）
所要改善量の最大値は、８０．３ｄＢ（屋内エリア用一体型→⑤）であるが、ＧＢを１５ＭＨｚとすることで、フィルタ（ｃ）を適用する

ことにより、８２ｄＢの減衰量が見込め、所要改善量はマイナスとなる。

・移動端末ＴＶ受信（モデル⑨～⑫）
所要改善量の最大値は、８４．３ｄＢ（屋内エリア用一体型→⑩）であるが、ＧＢを１６ＭＨｚとすることで、フィルタ（ｃ）を適用する

ことにより、８４．４ｄＢの減衰量が見込め、所要改善量はマイナスとなる。

・ＴＶ放送中継局受信（モデル⑬、⑭）
所要改善量の最大値は、７６．５ｄＢ（屋外エリア用→⑬）であるが、ＧＢを１４ＭＨｚとすることで、フィルタ（ｃ）を適用することに

より、７９．２ｄＢの減衰量が見込め、所要改善量はマイナスとなる。

ＬＴＥ陸上移動中継局送信フィルタにより期待できる特性改善量
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（５－４） 改善検討（帯域内干渉） ＬＴＥ小電力レピータ下り → ＴＶ放送

●ＬＴＥ下り（小電力レピータ陸上移動局対向器送信）⇒ＴＶ放送への帯域内干渉

・家庭ＴＶ受信（モデル①～⑧）
所要改善量は８４ｄＢ（モデル⑥）である。

・移動端末ＴＶ受信（モデル⑨～⑫）
所要改善量は８４．４ｄＢ（モデル⑩）である。

・ＴＶ放送中継局受信（モデル⑬、⑭）
所要改善量は７３．６ｄＢ（モデル⑬）である。

ＬＴＥ小電力レピータのアンプ特性を考慮すると、ＧＢ１０ＭＨｚを確保すれば、規格値に対し４０～６０ｄＢの改善が見込まれる。
更に、ＬＴＥ小電力レピータのデュプレクサの送信フィルタ特性として、ＧＢ１０ＭＨｚで３０～４０ｄＢ程度の減衰を期待できる。
なお、小電力レピータ下り送信アンテナは、屋内に向けて設置されるため、同一室内に設置されているＴＶ受信系（モデル⑥、⑩

等）に対しては、アンテナ設置位置調整等による改善はあまり期待出来ない。

一方、屋外に設置されているＴＶ受信系（モデル⑬等）に対しては、ある程度の指向性減衰量が期待でき、更に１０ｍ程度の視
認可能な範囲にある近隣屋外のＴＶ受信アンテナ、事前に設置位置を把握できるＴＶ放送中継局に対して、設置方向や設置位
置の調整を行うことで、状況に応じて数十ｄＢ程度の改善が期待できる。
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（５－５） 所要ＧＢ幅、所要離隔距離（帯域内干渉） ＬＴＥ下り → ＴＶ放送

●ＬＴＥ下り⇒ＴＶ放送への帯域内干渉

与干渉 ＬＴＥ下り 送信

ＬＴＥ基地局 ＬＴＥ陸上移動中継局 ＬＴＥ小電力レピータ

ＧＢ＝０ＭＨｚにおけ ＧＢ＝０ＭＨｚにおけ
ＧＢ＝０ＭＨｚにお

ＧＢ＝０ＭＨｚにおけ
る最大所要改善量

対策案
ＧＢ＝０ＭＨｚにおけ
る最大所要改善量

対策案 ける最大所要改善
量

対策案

家庭ＴＶ受信
ＧＢ７ＭＨｚ

８０．３ｄＢ
ＧＢ１５ＭＨｚ

ＧＢ１０ＭＨｚ

ＬＴＥ小電力レピ タの ンプ特性を家庭ＴＶ受信
（モデル①～

⑧、⑮）

５２．９ｄＢ
（モデル⑦）

フィルタ（ｃ）適用
により５６．６ｄＢ
の減衰が可能

（ＬＴＥ陸上移動中継
局屋内エリア用一体

型→モデル⑤）

フィルタ（ｃ）適用
により、８２ｄＢ
の減衰が可能

８４ｄＢ
（モデル⑥）

ＬＴＥ小電力レピータのアンプ特性を
考慮すると、ＧＢ１０ＭＨｚを確保すれ
ば、規格値に対し４０～６０ｄＢの改
善が見込まれる。
更に、ＬＴＥ小電力レピータのデュプレ
クサの送信フィルタ特性として、ＧＢ１

被
干
渉

Ｔ
Ｖ

クサの送信フィルタ特性として、ＧＢ１
０ＭＨｚで３０～４０ｄＢ程度の減衰を
期待できる。

なお、小電力レピータ下り送信アンテ
ナは、屋内に向けて設置されるため、
同一室内に設置されているＴＶ受信

移動端末ＴＶ
受信

（モデル⑨～
⑫）

３６ｄＢ
（モデル⑨）

ＧＢ３ＭＨｚ

フィルタ（ｃ）適用
により、４７ｄＢの

８４．３ｄＢ
（ＬＴＥ陸上移動中継
局屋内エリア用一体

型→モデル⑩）

ＧＢ１６ＭＨｚ

フィルタ（ｃ）適用
により、８４．４ｄ

８４．４ｄＢ
（モデル⑩）

Ｖ
放
送
受
信

同一室内に設置されているＴＶ受信
系（モデル⑥、⑩等）に対しては、アン
テナ設置位置調整等による改善はあ
まり期待出来ない。

一方、屋外に設置されているＴＶ受信

⑫）
より、
減衰が可能

型→モデル⑩）
より、 ．

Ｂの減衰が可能

系（モデル⑬等）に対しては、ある程
度の指向性減衰量が期待でき、更に
１０ｍ程度の視認可能な範囲にある
近隣屋外のＴＶ受信アンテナ、事前に
設置位置を把握できるＴＶ放送中継
局に対して、設置方向や設置位置の

ＴＶ放送中継
局受信

（モデル⑬、
⑭）

６５．１ｄＢ
（モデル⑬）

ＧＢ１０ＭＨｚ

フィルタ（ｃ）適用
により、６８ｄＢの

減衰が可能

７６．５ｄＢ
（ＬＴＥ陸上移動中継
局屋外エリア用→モ

デル⑬）

ＧＢ１４ＭＨｚ

フィルタ（ｃ）適用
により、７９．２ｄ
Ｂの減衰が可能

７３．６ｄＢ
（モデル⑬）
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局に対して、設置方向や設置位置の
調整を行うことで、状況に応じて数十
ｄＢ程度の改善が期待できる。

減衰が可能 の減衰が可能



（５－６） 改善検討（帯域外/イメージ干渉） ＬＴＥ基地局 → ＴＶ放送

●ＬＴＥ下り（基地局送信）⇒ＴＶ放送への帯域外/イメージ干渉

・家庭ＴＶ受信（モデル①～⑧）
帯域外/イメージ干渉所要改善量の最大値は、モデル②における改善量３９．７ｄＢ（帯域外干渉）である。対策として、ＴＶ受信系への受信フィル

タ追加、高性能な受信アンテナへの交換による垂直指向性減衰の確保、利得調整やアッテネータの挿入（ブースター有りの場合）等が考えられる。
ここで 家庭ＴＶへの受信フィルタ追加に関し 市販フィルタの調査および簡単な設計検討を行った この結果 実現可能と想定される性能値はここで、家庭ＴＶへの受信フィルタ追加に関し、市販フィルタの調査および簡単な設計検討を行った。この結果、実現可能と想定される性能値は

以下の通りである。ＧＢ３０ＭＨｚ以上とすること、及びその他の対策を合わせて講じることにより、所要改善量は極めて小さくなるものと考えられる。

ＧＢ幅 ５ＭＨｚ １０ＭＨｚ ３０ＭＨｚ以上

ＴＶ受信フィルタの実現可能と想定される性能値※

減衰量 ８ｄＢ １８ｄＢ ３０ｄＢ

※挿入損失により受信レベルが低下。 特にｃｈ５２では挿入損失が４ｄＢ程度のため、弱電界では受信障害が発生する可能性がある

・移動端末ＴＶ受信（モデル⑨～⑫）
帯域外/イメージ干渉所要改善量の最大値は、モデル⑨における改善量２５．４ｄＢ（帯域外干渉）である。移動端末ＴＶ受信系における対策とし

て、モデル⑪（バス）、⑫（自家用車）については、受信フィルタ追加が考えられるが、現実的に実装可能なサイズ及びコストにて、所要の減衰量を確
保するフィルタ製造（ＧＢ幅に依存）が可能かどうか、また、実際のバス、自家用車に追加設置可能か、更なる詳細な検討が必要である。

・ＴＶ放送局中継局受信（モデル⑬、⑭）
帯域外/イメージ干渉所要改善量の最大値は、モデル⑬における改善量３９．５ｄＢ（帯域外干渉）であるが、実際のＬＴＥ基地局及び大規模中継

局、極微小電力局の設置場所、設置環境を考慮し、事前の調整を通じて、ＬＴＥ基地局のアンテナ設置位置及び設置方向の調整、離隔距離の確
保及びＴＶ放送中継局受信系への受信フィルタ挿入等の対策を総合的に検討することで、干渉による影響無く、相互の運用が可能になると考えら保及びＴＶ放送中継局受信系への受信フィルタ挿入等の対策を総合的に検討することで、干渉による影響無く、相互の運用が可能になると考えら
れる。なお、離隔距離確保のみで所要改善量をマイナスとする場合、所要離隔距離は１４ｋｍ程度となる。

・共聴受信（モデル⑮）
帯域外干渉所要改善量は２９．９ｄＢであるが、ＴＶ受信アンテナの設置位置等を考慮し、ＬＴＥ基地局アンテナの設置位置、設置方向を調整する

ことで大幅な改善が見込めるため 干渉による影響が無く 相互の運用が可能になると考えられる
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ことで大幅な改善が見込めるため、干渉による影響が無く、相互の運用が可能になると考えられる。



（５－７） 改善検討（帯域外/イメージ干渉） ＬＴＥ陸上移動中継局下り → ＴＶ放送

●ＬＴＥ下り（陸上移動中継局陸上移動局対向器送信）⇒ＴＶ放送への帯域外/イメージ干渉

・家庭ＴＶ受信（モデル①～⑧、⑮）
帯域外/イメージ干渉所要改善量の最大値は、屋外エリア用→②（屋外八木アンテナ（ブースタ有り）１０ｍ）における改善量４１．２ｄＢ（帯域外干

渉）である。対策として、ＴＶ受信系への受信フィルタ追加、高性能な受信アンテナへの交換による垂直指向性減衰の確保、利得調整やアッテネー
タの挿入（ブースター有りの場合）等が考えられる。タの挿入（ブ スタ 有りの場合）等が考えられる。
ここで、家庭ＴＶへの受信フィルタ追加に関し、市販フィルタの調査および簡単な設計検討を行った。この結果、実現可能と想定される性能値は

以下の通りである。ＧＢ３０ＭＨｚ以上とすること、及びその他の対策を合わせて講じることにより、所要改善量は極めて小さくなるものと考えられる。

ＧＢ幅 ５ＭＨｚ １０ＭＨｚ ３０ＭＨｚ以上

ＴＶ受信フィルタの実現可能と想定される性能値※

ＧＢ幅 ５ＭＨｚ １０ＭＨｚ ３０ＭＨｚ以上

減衰量 ８ｄＢ １８ｄＢ ３０ｄＢ

※挿入損失により受信レベルが低下。 特にｃｈ５２では挿入損失が４ｄＢ程度のため、弱電界では受信障害が発生する可能性がある

・移動端末ＴＶ受信（モデル⑨～⑫）
所要改善量の最大値は、屋内エリア用一体型→⑩（屋内の可搬型端末）における改善量４５．６ｄＢ（帯域外干渉）である。移動端末ＴＶ受信系

における対策として、モデル⑪（バス）、⑫（自家用車）については、受信フィルタ追加が考えられるが、現実的に実装可能なサイズ及びコストにて、
所要の減衰量を確保するフィルタ製造（ＧＢ幅に依存）が可能かどうか、また、実際のバス、自家用車に追加設置可能か、更なる詳細な検討が必
要である要である。

・ＴＶ放送局中継局受信（モデル⑬、⑭）
所要改善量の最大値は、屋外エリア用→⑬（大規模中継局）における改善量３４．３ｄＢ（帯域外干渉）であるが、実際のＬＴＥ陸上移動中継局及

び大規模中継局、極微小電力局の設置場所、設置環境を考慮し、事前の調整を通じて、ＬＴＥ陸上移動中継局のアンテナ設置位置及び設置方向び大規模中継局、極微小電力局の設置場所、設置環境を考慮し、事前の調整を通じて、ＬＴＥ陸上移動中継局のアンテナ設置位置及び設置方向
の調整、離隔距離の確保及びＴＶ放送中継局受信系への受信フィルタ挿入等の対策を総合的に検討することで、干渉による影響無く、相互の運
用が可能になると考えられる。なお、離隔距離確保のみで所要改善量をマイナスとする場合、所要離隔距離は４．８ｋｍ程度となる。

・共聴受信（モデル⑮）
所要改善量は２ ６ｄＢであるが ＴＶ受信アンテナの設置位置等を考慮し ＬＴＥ陸上移動中継局アンテナの設置位置 設置方向を調整すること
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所要改善量は２．６ｄＢであるが、ＴＶ受信アンテナの設置位置等を考慮し、ＬＴＥ陸上移動中継局アンテナの設置位置、設置方向を調整すること
で大幅な改善が見込めるため、干渉による影響が無く、相互の運用が可能になると考えられる。
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（５－８） 改善検討（帯域外/イメージ干渉） ＬＴＥ小電力レピータ下り → ＴＶ放送

●ＬＴＥ下り（小電力レピータ陸上移動局対向器送信）⇒ＴＶ放送への帯域外/イメージ干渉

・家庭ＴＶ受信（モデル①～⑧）
所要改善量は、モデル⑥（簡易室内アンテナ（ブースタ有り）１ｍ）における改善量３３．３ｄＢ（帯域外干渉）である。対策として、ＴＶ受信系への受

信フィルタ追加、高性能な受信アンテナへの交換による垂直指向性減衰の確保、利得調整やアッテネータの挿入（ブースター有りの場合）等が考え
られる。 ここで、家庭ＴＶへの受信フィルタ追加に関し、市販フィルタの調査および簡単な設計検討を行った。この結果、実現可能と想定される性られる。 ここで、家庭ＴＶへの受信フィルタ追加に関し、市販フィルタの調査および簡単な設計検討を行った。この結果、実現可能と想定される性
能値は以下の通りである。ＧＢ３０ＭＨｚ以上とすること、及びその他の対策を合わせて講じることにより、所要改善量は極めて小さくなるものと考え
られる。
また、ＬＴＥ小電力レピータの下り送信アンテナは屋内に向けて設置されるため、同一室内に設置されているＴＶ受信系（モデル⑥、⑩等）に対して

は、アンテナ設置位置調整等による改善はあまり期待出来ない。

ＧＢ幅 ５ＭＨｚ １０ＭＨｚ ３０ＭＨｚ以上

減衰量 ８ｄＢ １８ｄＢ ３０ｄＢ

ＴＶ受信フィルタの実現可能と想定される性能値※

挿 損失 受 が低 挿 損失が 受 障 が 能 が

・移動端末ＴＶ受信（モデル⑨～⑫）
所要改善量は、モデル⑩（屋内の可搬型端末）における改善量４３．６ｄＢ（帯域外干渉）である。移動端末ＴＶ受信系における対策として、モデル

※挿入損失により受信レベルが低下。 特にｃｈ５２では挿入損失が４ｄＢ程度のため、弱電界では受信障害が発生する可能性がある

⑪（バス）、⑫（自家用車）については、受信フィルタ追加が考えられるが、現実的に実装可能なサイズ及びコストにて、所要の減衰量を確保するフィ
ルタ製造（ＧＢ幅に依存）が可能かどうか、また、実際のバス、自家用車に追加設置可能か、更なる詳細な検討が必要である。

・ＴＶ放送局中継局受信（モデル⑬、⑭）
所要改善量は モデル⑬（大規模中継局）における改善量１７ ８ｄＢ（帯域外干渉）であるが 実際のＬＴＥ小電力レピータ及び大規模中継局 極所要改善量は、モデル⑬（大規模中継局）における改善量１７．８ｄＢ（帯域外干渉）であるが、実際のＬＴＥ小電力レピータ及び大規模中継局、極

微小電力局の設置場所、設置環境を考慮し、事前の調整を通じて、ＬＴＥ小電力レピータのアンテナ設置位置及び設置方向の調整、離隔距離の確
保及びＴＶ放送中継局受信系への受信フィルタ挿入等の対策を総合的に検討することで、干渉による影響無く、相互の運用が可能になると考えら
れる。なお、離隔距離確保のみで所要改善量をマイナスとする場合、所要離隔距離は２２０ｍ程度となる。
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（５－９） 所要ＧＢ幅、所要離隔距離（帯域外/イメージ干渉） ＬＴＥ下り → ＴＶ放送

●ＬＴＥ下り⇒ＴＶ放送への帯域外/イメージ干渉

与干渉 ＬＴＥ下り 送信

ＬＴＥ基地局
ＬＴＥ陸上移動中

継局
ＬＴＥ小電力レ

ピータ

ＧＢ＝０ＭＨｚにお
善

ＧＢ＝０ＭＨｚにお
善

ＧＢ＝０ＭＨｚに
ける最大所要改善

量
ける最大所要改善

量
おける最大所要

改善量
対策案

家庭ＴＶ
受信

４１ ２ｄＢ

所要改善量を確保するためには、ＴＶ受信系への受信フィルタ追加、高性能な受信アンテナへ
の交換による垂直指向性減衰の確保、利得調整やアッテネータの挿入（ブースター有りの場
合）等が考えられる。この場合、家庭ＴＶへ適用可能と想定される受信フィルタ性能値※１に基
づ 上 他 対策 合 講 に 所 改善

被
干
渉

受信
（モデル①

～⑧）

３９．７ｄＢ
（モデル②）

４１．２ｄＢ
（屋外エリア用→モ

デル②）

３３．３ｄＢ
（モデル⑥）

づき、ＧＢ３０ＭＨｚ以上とすること、及びその他の対策を合わせて講じることにより、所要改善
量は極めて小さくなるものと考えられる。
ＬＴＥ小電力レピータの下り送信アンテナは屋内に向けて設置されるため、同一室内に設置され
ているＴＶ受信系（モデル⑥、⑩等）に対しては、アンテナ設置位置調整等による改善はあまり
期待出来ない。

移動端末 所 改善量 確保 に 受信系 受信 追加等が考
Ｔ
Ｖ
放
送
受

移動端末
ＴＶ受信

（モデル⑨
～⑫）

２５．４ｄＢ
（モデル⑨）

４５．６ｄＢ
（屋内エリア用一
体型→モデル⑩）

４３．６ｄＢ
（モデル⑩）

所要改善量を確保するためには、ＴＶ受信系への受信フィルタ追加等が考えられる。しかし、現
実的に実装可能なサイズ及びコストにて、所要の減衰量を確保するフィルタ製造（ＧＢ幅に依
存）が可能かどうか、また、実際のバス、自家用車に追加設置可能か、更なる詳細な検討が必
要である。

ＴＶ放送
中継 受

３９ ５ｄＢ
３４．８ｄＢ

（屋外
１７ ８ｄＢ 一定の離隔距離確保や 大規模中継局 極微小電力局の設置場所 設置環境を考慮し 事

信 中継局受
信

（モデル⑬、
⑭）

３９．５ｄＢ
（モデル⑬）

所要離隔距離
１４ｋｍ

（屋外エリア用→モ
デル⑬）

所要離隔距離
４．８ｋｍ

１７．８ｄＢ
（モデル⑬）

所要離隔距離
２２０ｍ

定の離隔距離確保や、大規模中継局、極微小電力局の設置場所、設置環境を考慮し、事
前の調整を通じて、ＬＴＥ基地局/陸上移動中継局/小電力レピータのアンテナ設置位置及び
設置方向の調整等を行うこと、ＴＶ放送中継局受信系への受信フィルタ挿入等の対策を総合
的に検討することで、干渉による影響無く、相互の運用が可能になると考えられる。

共聴受信
（ デ ２９ ９

２ ６ｄＢ
ＴＶ受信アンテナの設置位置等を考慮し、ＬＴＥ基地局/陸上移動中継局アンテナの設置位置、
設置方向を調整する と 大幅な改善が見込めるため 渉による影響が無く 相互 運（モデル

⑮）
２９．９ｄＢ

２．６ｄＢ
（屋外エリア用）

ー 設置方向を調整することで大幅な改善が見込めるため、干渉による影響が無く、相互の運用
が可能になると考えられる。

※１ 家庭ＴＶへの受信フィルタ追加に関し、市販フィルタの調査および簡単な設計検討を行った結果、実現可能と想定される性能値は以下の通り。

ＴＶ受信フィルタの実現可能と想定される性能値※２
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ＧＢ幅 ５ＭＨｚ １０ＭＨｚ ３０ＭＨｚ以上

減衰量 ８ｄＢ １８ｄＢ ３０ｄＢ

ＴＶ受信フィルタの実現可能と想定される性能値※２

※２ 挿入損失により受信レベルが低下。 特にｃｈ５２では挿入損失が４
ｄＢ程度のため、弱電界では受信障害が発生する可能性がある



（６） ＬＴＥ与干渉の場合（ＬＴＥ上り送信）

ＬＴＥ上り（移動局）送信 → ＴＶ放送受信
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（６－１） ＬＴＥ上り→ＴＶ放送受信 机上計算結果

ＧＢ＝０ＭＨｚにおける１対１の対向モデルによる机上計算結果を以下に示す。ＴＶ受信を家庭ＴＶ、移動端末ＴＶ、ＴＶ放送中継局の３つに分けて

検討を行った
与干渉 ＬＴＥ上り 送信

ＩＩーａ ＩＩーｂ ＩＩーｃ ＩＩーｄ ＩＩーｅ ＩＩーｆ

ＬＴＥ移動局 ＬＴＥ小電力レピータ（一体型） ＬＴＥ小電力レピータ（分離型）
ＬＴＥ陸上移動中継局

（屋外エリア用）
ＬＴＥ陸上移動中継局
（屋内エリア用一体型）

ＬＴＥ陸上移動中継局
（屋内エリア用分離型）

検討を行った。

所要改善量 （ｄＢ）
（伝搬モデル：自由空間）

水平離
隔距離
[m]

帯域内
干渉

所要改
善量
[dB]

帯域外
干渉

所要改
善量
[dB]

イメージ
干渉

所要改
善量
[dB]

水平離
隔距離
[m]

帯域内
干渉

所要改
善量
[dB]

帯域外
干渉

所要改
善量
[dB]

イメー
ジ干渉
所要改
善量
[dB]

水平離
隔距離
[m]

帯域内
干渉

所要改
善量
[dB]

帯域外
干渉

所要改
善量
[dB]

イメー
ジ干渉
所要改
善量
[dB]

水平離
隔距離
[m]

帯域内
干渉

所要改
善量
[dB]

帯域外
干渉

所要改
善量
[dB]

イメー
ジ干渉
所要改
善量
[dB]

水平離
隔距離
[m]

帯域内
干渉

所要改
善量
[dB]

帯域外
干渉

所要改
善量
[dB]

イメー
ジ干渉
所要改
善量
[dB]

水平離
隔距離
[m]

帯域内
干渉

所要改
善量
[dB]

帯域外
干渉

所要改
善量
[dB]

イメー
ジ干渉
所要改
善量
[dB]

家庭ＴＶ 八木ＡＮＴ ブースタ
①

家庭ＴＶ 八木ＡＮＴ ブースタ
無（１０ｍ Ｈ）

22 54.4 9.3 1.8 25 37.3 7.5 1.2 19 39.2 9.4 3.1 22 51.5 21.7 15.4 30 38.4 8.7 2.3 7 55.5 25.8 19.4

②
家庭ＴＶ 八木ＡＮＴ ブースタ
有（１０ｍ Ｈ） （飽和なし）

22 58.1 13.3 5.8 25 41 11.5 5.2 19 42.9 13.4 7.1 22 55.2 25.7 19.4 30 42.1 12.7 6.3 7 59.2 29.8 23.4

③
家庭ＴＶ 簡易ＡＮＴ ブースタ

無（５ｍ Ｈ）
3 60.9 -0.4 -7.9 7 47.6 1.7 -4.7 3 57.6 11.6 5.3 45 45.6 -0.4 -6.7 9 47.7 1.7 -4.6 15 43.3 -2.7 -9

家庭ＴＶ 簡易ＡＮＴ ブ スタ

被
干
渉

④
家庭ＴＶ 簡易ＡＮＴ ブースタ

有（５ｍ Ｈ） （飽和なし）
3 64.6 9.6 2.1 7 51.3 11.7 5.3 3 61.3 21.6 15.3 45 49.3 9.6 3.3 9 51.4 11.7 5.4 15 47 7.3 1

⑤
家庭ＴＶ 簡易室内ＡＮＴ ブー

スタ無（１ｍ Ｈ）
0.7 79.3 18 10.5 2 67.7 21.7 15.4 10 33.6 -12.4 -18.7 50 32.4 -13.6 -19.9 3 67.2 21.3 14.9 29 28.2 -17.8 -24.1

⑥
家庭ＴＶ 簡易室内ＡＮＴ ブー
スタ有（１ｍ Ｈ） （飽和なし）

0.7 83 28 20.5 2 73.4 33.7 27.4 10 37.3 -2.4 -8.7 50 36.1 -3.6 -9.9 3 70.9 31.3 24.9 29 31.9 -7.8 -14.1

Ｔ
Ｖ
放
送
受
信

⑦
家庭ＴＶ 八木ＡＮＴ ブースタ
有（１０ｍ Ｈ） （飽和あり）

22 61.1 -3.4 - 25 44 -5.2 - 19 45.9 -3.3 - 22 58.2 9 - 30 45.1 -4 - 7 62.2 13.1 -

⑧
家庭ＴＶ 簡易ＡＮＴ ブースタ

有（５ｍ Ｈ） （飽和あり）
3 65.6 1.1 - 7 52.3 3.2 - 3 62.3 13.1 - 45 50.3 1.1 - 9 52.4 3.2 - 15 48 -1.2 -

⑨
可搬型端末（屋外）（１．５ｍ

Ｈ）
0.5 82.7 37.6 30.1 3 51.4 21.6 15.3 6 39.1 9.3 3 51 35.6 5.8 -0.5 3 53.2 23.4 17.1 25 31.8 2 -4.3

⑩ 可搬型端末（屋内） 0.5 82.7 37.6 30.1 1 67.8 38 31.7 6 29.1 -0.7 -7 51 25.6 -4.2 -10.5 1 65.7 35.9 29.6 25 21.8 -8 -14.3

⑪ 移動端末（バス）（３ｍ Ｈ） 0.5 72.7 27.6 20.1 3 49.8 20.1 13.7 3 44 14.2 7.9 51 36.7 6.9 0.6 3 50.3 20.6 14.2 20 33.5 3.7 -2.6

⑫
移動端末（自家用車）（１．５ｍ

Ｈ）
0.5 82.7 37.6 30.1 3 51.4 21.6 15.3 6 39.1 9.3 3 51 35.6 5.8 -0.5 3 53.2 23.4 17.1 25 31.8 2 -4.3

⑬
大規模中継局 （受信）（５ｍ

Ｈ）
0.5 88.7 28.6 23.1 20 63.1 18.4 14 20 64.3 19.5 15.2 58 65.2 20.4 16.1 20 65.2 20.5 16.1 29 61.4 16.6 12.3
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Ｈ）

⑭
極微小電力局 （受信）（５ｍ

Ｈ）
8.7 70.7 11.6 6.1 20 51.8 8 3.7 20 50.4 6.6 2.3 44 55 11.2 6.9 20 53.9 10.1 5.8 20 52.2 8.4 4.1

⑮ 共聴受信（飽和あり） 0.5 27.2 -37.3 - - - - - - - - - 3 19.7 -29.4 - - - - - 3 19.1 -30 -



（６－２） 改善検討（帯域内干渉） ＬＴＥ移動局 → ＴＶ放送

●ＬＴＥ上り（移動局送信）⇒ＴＶ放送への帯域内干渉●ＬＴＥ上り（移動局送信）⇒ＴＶ放送 の帯域内干渉

与干渉側の移動局は、ＧＢを確保することにより、送信マスクによる減衰（規格値）が期待できる。

移動局送信マスク（規格値）

ＬＴＥ
伝送幅

ＧＢ幅
０ＭＨｚ

ＧＢ幅
５ＭＨｚ

ＧＢ幅
１０ＭＨｚ

ＧＢ幅
１５ＭＨｚ

ＧＢ幅
２０ＭＨｚ

帯域外不要輻射
【ｄＢｍ/ＭＨｚ】

５ＭＨｚ ０．３ －１３ －２６ －２６ －２６

１０ＭＨｚ －２．７ －１３ －２５ －２６ －２６

１５ＭＨｚ －４．７ －１３ －１３ －２５ －２６

また、移動局の実際のアンプ特性及び移動局に実装されるデュプレクサによるフィルタ減衰量を加味すると、ＬＴＥ伝送
幅１５ＭＨ の場合 ＧＢ幅１５ＭＨ で ８０ｄＢ ／ＭＨ 程度 ＧＢ幅３０ＭＨ で ９０ｄＢ ／ＭＨ 程度の実力値を幅１５ＭＨｚの場合、ＧＢ幅１５ＭＨｚでー８０ｄＢｍ／ＭＨｚ程度、ＧＢ幅３０ＭＨｚでー９０ｄＢｍ／ＭＨｚ程度の実力値を
達成することが可能であると考えられる。

・家庭ＴＶ受信（モデル①～⑧、⑮）
帯域内干渉の最大値は モデル⑥における改善量８３ｄＢであるが 上記の帯域外不要輻射の実力値を踏まえると帯域内干渉の最大値は、モデル⑥における改善量８３ｄＢであるが、上記の帯域外不要輻射の実力値を踏まえると、

ＧＢを１５ＭＨｚ程度確保することで、所要改善量は極めて小さくなると考えられる。

・移動端末ＴＶ受信（モデル⑨～⑫）
帯域内干渉の最大値は モデル⑫における改善量８２ ７ｄＢであるが 上記の帯域外不要輻射の実力値を踏まえると帯域内干渉の最大値は、モデル⑫における改善量８２．７ｄＢであるが、上記の帯域外不要輻射の実力値を踏まえると、

ＧＢを１５ＭＨｚ程度確保することで、所要改善量は極めて小さくなると考えられる。

・ＴＶ放送中継局受信（モデル⑬、⑭）
帯域内干渉の最大値は モデル⑬における改善量８８ ７ｄＢであるが 上記の帯域外不要輻射の実力値を踏まえると
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帯域内干渉の最大値は、モデル⑬における改善量８８．７ｄＢであるが、上記の帯域外不要輻射の実力値を踏まえると、
ＧＢを１５ＭＨｚ程度確保することで、所要改善量は極めて小さくなると考えられる。



（６－３） 改善検討（帯域内干渉） ＬＴＥ陸上移動中継局上り → ＴＶ放送

●ＬＴＥ上り（陸上移動中継局基地局対向器送信）⇒ＴＶ放送への帯域内干渉●ＬＴＥ上り（陸上移動中継局基地局対向器送信）⇒ＴＶ放送への帯域内干渉
与干渉側の陸上移動中継局に送信フィルタを追加することにより特性の改善が期待できる。

・家庭ＴＶ受信（モデル①～⑧、⑮）
所要改善量の最大値は、７０ ９ｄＢ（屋内エリア用一体型→⑥）であるが、ＧＢを１２ＭＨｚとすることで、フィルタ（ｃ）を適用する所要改善量の最大値は、７０．９ｄＢ（屋内エリア用 体型→⑥）であるが、ＧＢを１２ＭＨｚとすることで、フィルタ（ｃ）を適用する

ことにより、７３．６ｄＢの減衰量が見込め、所要改善量はマイナスとなる。

・移動端末ＴＶ受信（モデル⑨～⑫）
所要改善量の最大値は、６５ ７ｄＢ（屋内エリア用一体型→⑩）であるが、ＧＢを１０ＭＨｚとすることで、フィルタ（ｃ）を適用する所要改善量の最大値は、６５．７ｄＢ（屋内エリア用 体型 ⑩）であるが、ＧＢを１０ＭＨｚとすることで、フィルタ（ｃ）を適用する

ことにより、６８ｄＢの減衰量が見込め、所要改善量はマイナスとなる。

・ＴＶ放送中継局受信（モデル⑬、⑭）
所要改善量の最大値は、６５ ２ｄＢ（屋外エリア用/屋内エリア用一体型→⑬）であるが、ＧＢを１０ＭＨｚとすることで、フィルタ

ＬＴＥ陸上移動中継局送信フィルタにより期待できる特性改善量

所要改善量の最大値は、６５．２ｄＢ（屋外エリア用/屋内エリア用 体型 ⑬）であるが、ＧＢを１０ＭＨｚとすることで、フィルタ
（ｃ）を適用することにより、６８ｄＢの減衰量が見込め、所要改善量はマイナスとなる。
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（６－４） 改善検討（帯域内干渉） ＬＴＥ小電力レピータ上り → ＴＶ放送

●ＬＴＥ上り（小電力レピ タ基地局対向器送信）⇒ＴＶ放送への帯域内干渉●ＬＴＥ上り（小電力レピータ基地局対向器送信）⇒ＴＶ放送への帯域内干渉

・家庭ＴＶ受信（モデル①～⑧）
所要改善量の最大値は、７３．４ｄＢ（一体型→⑥）である。

・移動端末ＴＶ受信（モデル⑨～⑫）
所要改善量の最大値は、６７．８ｄＢ（一体型→⑩）である。

ＴＶ放送中継局受信（モデル⑬ ⑭）・ＴＶ放送中継局受信（モデル⑬、⑭）
所要改善量の最大値は、６４．３ｄＢ（分離型→⑬）である。

ＬＴＥ小電力レピータのアンプ特性を考慮すると、ＧＢ１０ＭＨｚを確保すれば、規格値に対し４０～６０ｄＢの改善が見込まれる。
更に ＬＴＥ小電力レピ タのデュプレクサの送信フィルタ特性として ＧＢ１０ＭＨｚで３０～４０ｄＢ程度の減衰を期待できる更に、ＬＴＥ小電力レピータのデュプレクサの送信フィルタ特性として、ＧＢ１０ＭＨｚで３０～４０ｄＢ程度の減衰を期待できる。

ＬＴＥ小電力レピータ上り送信アンテナは、通常、屋外方向に向けて設置されるため、屋内ＴＶ受信アンテナ、或いは１０ｍ程度
の視認可能な範囲にある近隣のＴＶ受信アンテナに対しては、設置方向や設置位置の調整を行うことで、状況に応じて数十ｄＢ
程度の改善が期待できる程度の改善が期待できる。
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（６－５） 所要ＧＢ幅、所要離隔距離（帯域内干渉） ＬＴＥ上り → ＴＶ放送

●ＬＴＥ上り⇒ＴＶ放送への帯域内干渉

与干渉 ＬＴＥ上り 送信

ＬＴＥ移動局 ＬＴＥ陸上移動中継局 ＬＴＥ小電力レピータ

ＧＢ＝０ＭＨｚ ＧＢ＝０ＭＨｚに ＧＢ＝０ＭＨｚにおＧＢ＝０ＭＨｚ
における最大
所要改善量

対策案
ＧＢ＝０ＭＨｚに
おける最大所要

改善量
対策案

ＧＢ＝０ＭＨｚにお
ける最大所要改

善量
対策案

家庭ＴＶ
受信 ８３ｄＢ

７０．９ｄＢ
ＧＢ１２ＭＨｚ

７３ ４ｄＢ

ＧＢ１０ＭＨｚ

被
干
渉

Ｔ

受信
（モデル①
～⑧、⑮）

８３ｄＢ
モデル⑥

ＧＢ１５ＭＨｚ

送信マスクによる減衰
（※１）に加え、帯域外
不要輻射の実力値（※
２）を踏まえ ＧＢを１５

（屋内エリア用一
体型→⑥）

フィルタ（ｃ）適用により、７３．
６ｄＢの減衰が可能

７３．４ｄＢ
（一体型→⑥）

ＬＴＥ小電力レピータのアンプ特性を考慮す
ると、ＧＢ１０ＭＨｚを確保すれば、規格値に
対し４０～６０ｄＢの改善が見込まれる。
更に、ＬＴＥ小電力レピータのデュプレクサの
送信フィルタ特性として、ＧＢ１０ＭＨｚで３
０～４０ｄＢ程度の減衰を期待できる

移動端末
ＴＶ受信 ８２．７ｄＢ

６５．７ｄＢ
（屋内 リア用

ＧＢ１０ＭＨｚ
６７．８ｄＢＴ

Ｖ
放
送
受
信

２）を踏まえ、ＧＢを１５
ＭＨｚ程度確保するこ
とで、所要改善量は極
めて小さくなると考えら
れる。

０～４０ｄＢ程度の減衰を期待できる。

ＬＴＥ小電力レピータ上り送信アンテナは、
通常、屋外方向に向けて設置されるため、
屋内ＴＶ受信アンテナ、或いは１０ｍ程度の
視認可能な範囲にある近隣のＴＶ受信アン

に対し 方向や 位

ＴＶ受信
（モデル⑨

～⑫）

８２．７ｄＢ
モデル⑫

（屋内エリア用一
体型→⑩）

フィルタ（ｃ）適用により、６８
ｄＢの減衰が可能

６７．８ｄＢ
（一体型→⑩）

ＴＶ放送
中継局受

信
８８．７ｄＢ

６５．２ｄＢ
（屋外エリア用/

ＧＢ１０ＭＨｚ
６４．３ｄＢ

テナに対しては、設置方向や設置位置の調
整を行うことで、状況に応じて数十ｄＢ程度
の改善が期待できる。

信
（モデル⑬、

⑭）

モデル⑬
（屋外 用/
屋内エリア用一

体型→⑬）
フィルタ（ｃ）適用により、６８
ｄＢの減衰が可能

（分離型→⑬）

※１ ＧＢを確保することにより、送信マスクによる減衰（規格値）が期待できる。

※２ 移動局の実際のアンプ特性及び移動局に実装されるデュプレクサによるフィルタ減衰量を加味すると、ＬＴＥ伝送幅１５ＭＨｚの場合、ＧＢ幅１５ＭＨｚでー８０ｄＢｍ／ＭＨｚ程度、
ＧＢ幅３０ＭＨｚでー９０ｄＢｍ／ＭＨｚ程度の実力値を達成することが可能であると考えられる。

ＬＴＥ伝送幅 ＧＢ幅０ＭＨｚ ＧＢ幅５ＭＨｚ ＧＢ幅１０ＭＨｚ ＧＢ幅１５ＭＨｚ ＧＢ幅２０ＭＨｚ

移動局送信マスク（規格値）
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帯域外不要輻射
【ｄＢｍ/ＭＨｚ】

５ＭＨｚ ０．３ －１３ －２６ －２６ －２６

１０ＭＨｚ －２．７ －１３ －２５ －２６ －２６

１５ＭＨｚ －４．７ －１３ －１３ －２５ －２６



（６－６） 改善検討（帯域外/イメージ干渉） ＬＴＥ移動局 → ＴＶ放送

●ＬＴＥ上り（移動局送信）⇒ＴＶ放送への帯域外干渉

・家庭ＴＶ受信（モデル①～⑧）
帯域外/イメージ干渉所要改善量の最大値は、モデル⑥（ＴＶ受信アンテナと移動局が同一室内となるケース）における改善量２８ｄＢ（帯域外干渉）

である。離隔距離を３ｍ確保することで８ｄＢ、５ｍ程度確保することでの１２ｄＢの減衰が見込まれる。また、離隔距離を３２ｍ程度確保することで、所
要改善量はマイナスとなるが、携帯電話の室内での利用形態を考えた上で、これらの離隔距離の確保が適当であるか検討が必要である。なお、対策
としてＴＶ受信系 のフ ルタ挿入が考えられる ここで 家庭ＴＶ受信（モデル① ⑧）に いては 市販フ ルタの調査および簡単な設計検討を行としてＴＶ受信系へのフィルタ挿入が考えられる。ここで、家庭ＴＶ受信（モデル①～⑧）については、市販フィルタの調査および簡単な設計検討を行っ
たが、実現可能と想定される性能値は以下の通りである。

ＧＢ幅 ５ＭＨｚ １０ＭＨｚ ３０ＭＨｚ以上

ＴＶ受信フィルタの実現可能と想定される性能値※

※挿入損失により受信レベルが低下。 特にｃｈ５２では挿入損失が４ｄＢ程度のため、
弱電界では受信障害が発生する可能性がある

・移動端末ＴＶ受信（モデル⑨～⑫）
帯域外/イメージ干渉所要改善量の最大値は、モデル⑨、⑩、⑫における改善量３７．６ｄＢ（帯域外干渉）である。なお、離隔距離確保のみで所要

改善量をマイナスとする場合 所要離隔距離は３９ｍとなる なお 対策として モデル⑪（バス） ⑫（自家用車）については 移動端末ＴＶ受信系へ

減衰量 ８ｄＢ １８ｄＢ ３０ｄＢ
弱電界では受信障害が発生する可能性がある

改善量をマイナスとする場合、所要離隔距離は３９ｍとなる。なお、対策として、モデル⑪（バス）、⑫（自家用車）については、移動端末ＴＶ受信系へ
のフィルタ追加が考えられるが、概ね共用可能となるような減衰量を満足する受信フィルタを、実装可能なサイズ及びコストにて実現できるか（ＧＢ幅
に依存）、また、実際のバス、乗用車に追加設置可能か、更なる詳細な検討が必要である。

・ＴＶ放送中継局受信（モデル⑬、⑭）
帯域外/イメージ干渉所要改善量の最大値は、モデル⑬における改善量２８．６ｄＢ（帯域外干渉）である。なお、離隔距離確保のみで所要改善量

をマイナスとする場合、所要離隔距離は２４０ｍとなる。対策として、離隔距離の確保（例：２０ｍ程度確保することで約１２ｄＢの改善）、大規模中継
局、極微小電力局の設置場所周辺におけるＬＴＥエリア化に際し、必要に応じて実際の放送局設置環境等を踏まえた事前の調整を行うこと、ＴＶ放
送中継局受信系への受信フィルタ挿入等の対策などを総合的に検討することで、干渉による影響を回避しながら、相互の運用が可能になると考えら
れるれる。

なお、上記の他に、以下に示す運用上の観点から、ＬＴＥ移動局は最大送信出力よりも大幅に下回る電力で運用されている時間が多いことを考慮
し、干渉軽減要素として、帯域外干渉及びイメージ干渉について、一定の改善を見込むことが期待できる。

・既存の携帯電話事業者が本周波数帯を使用する場合 移動局が最大送信出力となるような品質の劣化したエリアでは 既に面的にエリア展開
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既存の携帯電話事業者が本周波数帯を使用する場合、移動局が最大送信出力となるような品質の劣化したエリアでは、既に面的にエリア展開
済みの品質良好な他周波数帯に遷移して通信を行うことが可能であること

・移動局の送信出力は適切な電力制御が行われていること



（６－７） 改善検討（帯域外/イメージ干渉） ＬＴＥ陸上移動中継局上り → ＴＶ放送

●ＬＴＥ上り（陸上移動中継局基地局対向器送信）⇒ＴＶ放送への帯域外/イメージ干渉

・家庭ＴＶ受信（モデル①～⑧）
帯域外/イメージ干渉所要改善量の最大値は、屋内エリア用一体型→⑥（簡易室内アンテナ（ブースタ有り）１ｍ）における改善量３１．３ｄＢ（帯域外

干渉）である。本計算結果は、離隔距離が３ｍの場合の結果であるが、離隔距離を５ｍ確保することで１．５ｄＢ、１０ｍ程度確保することで６．１ｄＢの
減衰が見込まれる。
また、上り送信アンテナは、通常、屋外方向に向けて設置されるため、屋内ＴＶ受信アンテナ、或いは１０ｍ程度の視認可能な範囲にある近隣のＴＶ

受信アンテナに対しては、設置方向や設置位置の調整を行うことで、状況に応じて数十ｄＢ程度の改善が期待できる。さらに、装置タイプを一体型から
分離型に変更することでも、数十ｄＢの改善が期待できる。
なお、対策としてＴＶ受信系へのフィルタ挿入が考えられる。ここで、家庭ＴＶ受信（モデル①～⑧）については、市販フィルタの調査および簡単な設計

検討を行ったが、実現可能と想定される性能値は以下の通りである。検討を行ったが、実現可能と想定される性能値は以下の通りである。

ＧＢ幅 ５ＭＨｚ １０ＭＨｚ ３０ＭＨｚ以上

減衰量 ８ｄＢ １８ｄＢ ３０ｄＢ

ＴＶ受信フィルタの実現可能と想定される性能値※

※挿入損失により受信レベルが低下。 特にｃｈ５２では挿入損失が４ｄＢ程
度のため、弱電界では受信障害が発生する可能性がある

・移動端末ＴＶ受信（モデル⑨～⑫）
所要改善量の最大値は、屋内エリア用一体型→⑩（屋内の可搬型端末）における改善量３５．９ｄＢ（帯域外干渉）である。移動端末ＴＶ受信系における

対策として、モデル⑪（バス）、⑫（自家用車）については、受信フィルタ追加が考えられるが、現実的に実装可能なサイズ及びコストにて、所要の減衰量を
確保するフィルタ製造（ＧＢ幅に依存）が可能かどうか、また、実際のバス、自家用車に追加設置可能か、更なる詳細な検討が必要である。

・ＴＶ放送局中継局受信（モデル⑬、⑭）
所要改善量の最大値は、屋内エリア用一体型→⑬（大規模中継局）における改善量２０．５ｄＢ（帯域外干渉）であるが、実際のＬＴＥ陸上移動中継局及

び大規模中継局、極微小電力局の設置場所、設置環境を考慮し、事前の調整を通じて、ＬＴＥ陸上移動中継局のアンテナ設置位置及び設置方向の調整、
離隔距離の確保及びＴＶ放送中継局受信系への受信フィルタ挿入等の対策を総合的に検討することで 干渉による影響無く 相互の運用が可能になる離隔距離の確保及びＴＶ放送中継局受信系への受信フィルタ挿入等の対策を総合的に検討することで、干渉による影響無く、相互の運用が可能になる
と考えられる。なお、離隔距離確保のみで所要改善量をマイナスとする場合、所要離隔距離は３２０ｍ程度となる。

なお、陸上移動中継局の上り方向については、配下エリアに移動局が存在し、かつ通信中の間のみ、当該電波を増幅した電波が基地局対向器から送
出され、その送信電力は移動局における送信電力制御を踏まえ、基地局対向器の最大送信出力を大幅に下回る電力で運用されている時間が多い。こ
のため 移動局と同様 干渉軽減要素として 帯域外干渉及びイメ ジ干渉について 定の改善を見込むことが期待できる
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のため、移動局と同様、干渉軽減要素として、帯域外干渉及びイメージ干渉について、一定の改善を見込むことが期待できる。



（６－８） 改善検討（帯域外/イメージ干渉） ＬＴＥ小電力レピータ上り → ＴＶ放送

●ＬＴＥ上り（小電力レピータ基地局対向器送信）⇒ＴＶ放送への帯域外/イメージ干渉

・家庭ＴＶ受信（モデル①～⑧）
帯域外/イメージ干渉所要改善量の最大値は、一体型→⑥（簡易室内アンテナ（ブースタ有り）１ｍ）における改善量３３．７ｄＢ（帯域外干渉）である。

本計算結果は、離隔距離が２ｍの場合の結果であるが、離隔距離を５ｍ確保することで３．４ｄＢの減衰が見込まれる。
また、上り送信アンテナは、通常、屋外方向に向けて設置されるため、屋内ＴＶ受信アンテナ、或いは１０ｍ程度の視認可能な範囲にある近隣のＴＶ受

信アンテナに対しては、設置方向や設置位置の調整を行うことで、状況に応じて数十ｄＢ程度の改善が期待できる。さらに、装置タイプを一体型から分
離型に変更することでも、数十ｄＢの改善が期待できる。
なお、対策としてＴＶ受信系へのフィルタ挿入が考えられる。ここで、家庭ＴＶ受信（モデル①～⑧）については、市販フィルタの調査および簡単な設計

検討を行ったが、実現可能と想定される性能値は以下の通りである。

ＴＶ受信フ ルタの実現可能と想定される性能値※

ＧＢ幅 ５ＭＨｚ １０ＭＨｚ ３０ＭＨｚ以上

減衰量 ８ｄＢ １８ｄＢ ３０ｄＢ

ＴＶ受信フィルタの実現可能と想定される性能値※

※挿入損失により受信レベルが低下。 特にｃｈ５２では挿入
損失が４ｄＢ程度のため、弱電界では受信障害が発生する
可能性がある

・移動端末ＴＶ受信（モデル⑨～⑫）
所要改善量の最大値は、一体型→⑩（屋内の可搬型端末）における改善量３８ｄＢ（帯域外干渉）である。移動端末ＴＶ受信系における対策として、

モデル⑪（バス）、⑫（自家用車）については、受信フィルタ追加が考えられるが、現実的に実装可能なサイズ及びコストにて、所要の減衰量を確保する
フィルタ製造（ＧＢ幅に依存）が可能かどうか、また、実際のバス、自家用車に追加設置可能か、更なる詳細な検討が必要である。

・ＴＶ放送局中継局受信（モデル⑬、⑭）
所要改善量の最大値は、分離型→⑬（大規模中継局）における改善量１９．５ｄＢ（帯域外干渉）であるが、実際のＬＴＥ小電力レピータ及び大規模中

継局、極微小電力局の設置場所、設置環境を考慮し、事前の調整を通じて、ＬＴＥ小電力レピータのアンテナ設置位置及び設置方向の調整、離隔距
離の確保及びＴＶ放送中継局受信系への受信フィルタ挿入等の対策を総合的に検討することで、干渉による影響無く、相互の運用が可能になると考離の確保及びＴＶ放送中継局受信系への受信フィルタ挿入等の対策を総合的に検討することで、干渉による影響無く、相互の運用が可能になると考
えられる。なお、離隔距離確保のみで所要改善量をマイナスとする場合、所要離隔距離は２２０ｍ程度となる。

なお、小電力レピータの上り方向については、配下エリアに移動局が存在し、かつ通信中の間のみ、当該電波を増幅した電波が基地局対向器から送
出され、その送信電力は移動局における送信電力制御を踏まえ、基地局対向器の最大送信出力を大幅に下回る電力で運用されている時間が多い。
このため 移動局と同様 干渉軽減要素として 帯域外干渉及びイメ ジ干渉について 定の改善を見込むことが期待できる
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このため、移動局と同様、干渉軽減要素として、帯域外干渉及びイメージ干渉について、一定の改善を見込むことが期待できる。



（６－９） 所要ＧＢ幅、所要離隔距離（帯域外/イメージ干渉） ＬＴＥ上り → ＴＶ放送

●ＬＴＥ上り⇒ＴＶ放送への帯域外/イメージ干渉
与干渉 ＬＴＥ上り 送信

ＬＴＥ移動局 ＬＴＥ陸上移動中継局 ＬＴＥ小電力レピータ

ＧＢ＝０ＭＨｚにおけ
る最大所要改善量

ＧＢ＝０ＭＨｚにおける
最大所要改善量

ＧＢ＝０ＭＨｚにおけ
る最大所要改善量

対策案

ＬＴＥ移動局の場合は、離隔距離を３ｍ確保することで８ｄＢ、５ｍ程度確保することで１２ｄＢの減衰が見
込まれるが、これらの離隔距離の確保が適当であるか検討が必要。

被
干

家庭ＴＶ
受信

（モデル
①～⑧）

２８ｄＢ
（モデル⑥）

所要離隔距離
３２ｍ

３１．３ｄＢ
（屋内エリア用一体型

→モデル⑥）

所要離隔距離
１９０ｍ

３３．７ｄＢ
（一体型→モデル⑥）

所要離隔距離
１９０ｍ

ＬＴＥ陸上移動中継局、小電力レピータの場合は、離隔距離を５ｍ確保することで１．５ｄＢ（ＬＴＥ陸上移
動中継局）、３．４ｄＢ（ＬＴＥ小電力レピータ）、１０ｍ程度確保することで６．１ｄＢ（ＬＴＥ陸上移動中継
局）の減衰が見込まれる。
また、上り送信アンテナは、通常、屋外方向に向けて設置されるため、屋内ＴＶ受信アンテナ、或いは１０
ｍ程度の視認可能な範囲にある近隣のＴＶ受信アンテナに対しては、設置方向や設置位置の調整を行う
ことで 状況に応じて数十ｄＢ程度の改善が期待できる さらに 装置タイプを 体型から分離型に変更

干
渉

Ｔ
Ｖ
放
送

３２ｍ
１９０ｍ

１９０ｍ
ことで、状況に応じて数十ｄＢ程度の改善が期待できる。さらに、装置タイプを一体型から分離型に変更
することでも、数十ｄＢの改善が期待できる。

いずれの場合も干渉が発生した場合の対策としてＴＶ受信系へのフィルタ挿入が考えられる。※１
移動端
末ＴＶ受

信

３７．６ｄＢ
（モデル⑨⑩⑫） ３５．９ｄＢ

（屋内エリア用一体型
３８ｄＢ

モデル⑪（バス）、⑫（自家用車）については、受信フィルタ追加が考えられるが、現実的に実装可能なサ
イズ及びコストにて 所要の減衰量を確保するフィルタ製造（ＧＢ幅に依存）が可能かどうか また 実際の

受
信

信
（モデル
⑨～⑫）

所要離隔距離
３９ｍ

（屋内エリア用 体型
→モデル⑩）

（一体型→モデル⑩）
イズ及びコストにて、所要の減衰量を確保するフィルタ製造（ＧＢ幅に依存）が可能かどうか、また、実際の
バス、自家用車に追加設置可能か、更なる詳細な検討が必要である。

ＴＶ放送
中継局
受信

（モデル

２８．６ｄＢ
（モデル⑬）

所要離隔距離

２０．５ｄＢ
（屋内エリア用一体型

→モデル⑬）

１９．５ｄＢ
（分離型→モデル⑬）

所要離隔距離

一定の離隔距離確保（例：移動局の場合離隔距離２０ｍで約１２ｄＢの改善）や、大規模中継局、極微小
電力局の設置場所、設置環境を考慮し、事前の調整を通じて、ＬＴＥ陸上移動中継局/小電力レピータの
アンテナ設置位置及び設置方向の調整等を行うこと、ＴＶ放送中継局受信系への受信フィルタ挿入等の

（モデル
⑬、⑭）

所要離隔距離
２４０ｍ

所要離隔距離
３２０ｍ

所要離隔距離
２２０ｍ

アンテナ設置位置及び設置方向の調整等を行うこと、ＴＶ放送中継局受信系 の受信フィルタ挿入等の
対策を総合的に検討することで、干渉による影響無く、相互の運用が可能になると考えられる。

なお、上記の他に、以下に示す運用上の観点から、ＬＴＥ移動局は最大送信出力よりも大幅に下回る電力で運用されている時間が多いことを考慮し、干渉軽減要素として、帯域
外干渉及びイメージ干渉について、一定の改善を見込むことが期待できる。

・既存の携帯電話事業者が本周波数帯を使用する場合、移動局が最大送信出力となるような品質の劣化したエリアでは、既に面的にエリア展開済みの品質良好な他周波数帯
に遷移して通信を行うことが可能であること

※１家庭ＴＶへの受信フィルタ追加に関し 市販フィルタの調査および簡単な設計検討を行った結果 実現可能と想定される性能値は以下の通り

に遷移して通信を行うことが可能であること
・移動局の送信出力は適切な電力制御が行われていること

また、陸上移動中継局、小電力レピータについても、配下エリアに移動局が存在し、かつ通信中の間のみ、当該電波を増幅した電波が基地局対向器から送出され、その送信電
力は移動局における送信電力制御を踏まえ、基地局対向器の最大送信出力を大幅に下回る電力で運用されている時間が多い。このため、移動局と同様、干渉軽減要素として、
帯域外干渉及びイメージ干渉について、一定の改善を見込むことが期待できる
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※１家庭ＴＶへの受信フィルタ追加に関し、市販フィルタの調査および簡単な設計検討を行った結果、実現可能と想定される性能値は以下の通り。

ＧＢ幅 ５ＭＨｚ １０ＭＨｚ ３０ＭＨｚ以上
減衰量 ８ｄＢ １８ｄＢ ３０ｄＢ

ＴＶ受信フィルタの実現可能と想定される性能値※２

※２ 挿入損失により受信レベルが低下。 特にｃｈ５２では挿入損失が
４ｄＢ程度のため、弱電界では受信障害が発生する可能性がある



（参考） ＬＴＥ上り移動局送信からの与干渉についての考察（１）

○ＬＴＥ移動局送信からＴＶ放送受信への干渉については、ＬＴＥ移動局が常時最大送信電力（＝２３ｄＢｍ）で送信し続けるとい○ＬＴＥ移動局送信からＴＶ放送受信への干渉については、ＬＴＥ移動局が常時最大送信電力（ ２３ｄＢｍ）で送信し続けるとい
う前提での机上検討を行った。検討の結果、ＬＴＥ移動局の実際のアンプ特性、ＬＴＥ移動局に実装されるデュプレクサによる
フィルタ減衰量を加味すれば、ＬＴＥ移動局が常時最大送信出力２３ｄＢｍで送信し続けるという前提でも、ＧＢ幅を１５ＭＨｚ
程度確保すれば、多くのケースで所要改善量は極めて小さくなると考えられる。仮に、ＴＶ放送受信側へ何らかの干渉が発生
した場合でも、ＴＶ受信系への受信フィルタ追加による対策等が考えられる。した場合でも、ＴＶ受信系への受信フィルタ追加による対策等が考えられる。

○一方、以下に示す運用上の観点から、ＬＴＥ移動局は常時最大送信出力で運用されることはなく、最大値よりも大幅に下回る
電力で運用されている時間が多いことを考慮すれば、一定の改善（ＧＢ幅の縮小）を見込むことが期待できる。

・移動局の送信出力は適切な電力制御が行われていること → 以下参照

・既存の携帯電話事業者が本周波数帯を使用する場合、移動局が最大送信出力となるような品質の劣化したエリアでは、
既に面的にエリア展開済みの品質良好な他周波数帯に遷移して通信を行うことが可能であること → 次頁参照既に面的にエリア展開済みの品質良好な他周波数帯に遷移して通信を行うことが可能であること 次頁参照

0 7

0.8 

0.9 

1.0 【ＬＴＥ移動局送信電力分布の考察】
○ＬＴＥ移動局の送信電力値が、干渉検討で用いている値よりも小さいことを示すために、
日本の都市部における基地局設置密度を踏まえたＬＴＥ移動局送信電力分布を計算し

ＬＴＥチャネル幅１５ＭＨｚの場合

0 1

0.2 

0.3 

0.4 

0.5 

0.6 

0.7 

500M Outdoor

500m Indoor

750m Outdoor

日本の都市部における基地局設置密度を踏まえたＬＴＥ移動局送信電力分布を計算し
た（＊）。基地局密度が高くなることなどにより、基地局～移動局間の伝搬損失が小さ
くなり、ＬＴＥチャネル幅１５ＭＨｚの場合、送信電力は最大でも８ｄＢｍまでに留まってい
ることがわかる。また、平均的な送信電力（５０％値）については－１２ｄＢｍとなってい
る。

0.0 

0.1 

-30 -25 -20 -15 -10 -5 0 5 10 15 20 25

750m Indoor

（＊）情通審において確率計算を行う際に使用されているＬＴＥ移動局送信電力分布は、３ＧＰＰにおいて規定されてい
るセル半径７５０ｍモデルに基づき、ＬＴＥ移動局が屋内に配置された状態でも通信可能な前提で算出されたもの。
（右図の７５０ｍ Ｉｎｄｏｏｒが該当）

検討モデル 750m Indoor 500m Outdoor

累積確率100%値 23dBm 8dBm
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累積確率97%値 20dBm -2dBm

累積確率50%値 7dBm -12dBm



○基地局設置密度の高い都市部においては 基地局～移動局間の伝搬損失が小さく 移動局は通常 最大送信電力２３ｄＢｍ

（参考） ＬＴＥ上り移動局送信からの与干渉についての考察（２）

○基地局設置密度の高い都市部においては、基地局～移動局間の伝搬損失が小さく、移動局は通常、最大送信電力２３ｄＢｍ
を大幅に下回る送信電力で通信を行う。

セル半径500mの場合

上り送信電力

７００ＭＨｚ帯

他周波数帯

セル半径
500m

８ｄＢｍ

移動局
下り受信電力

他周波数帯

移動局移動局
上り送信電力

８ｄＢｍ
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７００ＭＨｚ帯セル境での送信電力は、セル半径５００ｍの場合、
最大８ｄＢｍ、平均的にはー１２ｄＢｍ程度（ＬＴＥ伝送幅１５ＭＨｚの場合）基地局近傍では送信電力が低減
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○既存の携帯電話事業者が７００ＭＨｚ帯を使用する場合、移動局が最大送信出力となるような品質の劣化したエリアでは、

（参考） ＬＴＥ上り移動局送信からの与干渉についての考察（３）

既に面的にエリア展開済みの品質良好な他周波数帯に遷移して通信を行うことが可能である。
○７００ＭＨｚ帯のエリア端付近では、移動局は、より品質の良好な他周波数帯に遷移して通信を継続することで、７００ＭＨｚ

帯において、ＬＴＥ移動局が最大送信電力２３ｄＢｍで送信することを回避可能。

最大送信電力となるような７００
ＭＨ 帯 リ 端付近では より

他周波数帯他周波数帯700MHz帯・他周波数帯併設他周波数帯

７００ＭＨｚ帯セル

他周波数帯セル

ＭＨｚ帯エリア端付近では、より
品質の良好な他周波数帯に遷
移して通信を実施

移動局
下り受信電力

７００ＭＨｚ帯セル端よりも手前
で品質良好な他周波数に遷移

移動局
上り送信電力上り送信電力
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基地局近傍では送信電力が低減
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○ＬＴＥ移動局が最大送信電力で送信することが発生した場合でも、干渉回避策の一つとして、陸上移動中継局を設置するこ

（参考） ＬＴＥ上り移動局送信からの与干渉についての考察（４）

人体吸収損
－８ｄＢ

○ＬＴＥ移動局が最大送信電力で送信することが発生した場合でも、干渉回避策の つとして、陸上移動中継局を設置するこ
とが考えられる。下記モデルの場合、ＬＴＥ移動局が最大送信電力となる場所から２０ｍ程度の場所にＬＴＥ陸上移動中継
局を新たに設置することで、移動局送信出力を４４ｄＢ程度低減することが可能。

移動機
最大送信電力

２３ｄＢｍ

８ｄＢ

送信アンテナ
給電損０ｄＢ 受信アンテナ

給電損 －５ｄＢ

基地局受信電力
－１０１ｄＢｍ

（３ＧＰＰ最小感度）
（対策前）

ＬＴＥ陸上移動中継局

伝搬損（奥村-秦）
１．２０ｋｍ －１２５ｄＢ

（３ＧＰＰ最小感度）ＬＴＥ陸上移動中継局
なし 受信アンテナ利得

＋１４ｄＢ

移動機
最大送信電力 送信アンテナ

１．２０ｋｍ

（対策後）
ＬＴＥ陸上移動中継局

あり

最大送信電力
－２１ｄＢｍ

人体吸収損
－８ｄＢ

送信アンテナ
給電損０ｄＢ

伝搬損（自由空間）

陸上移動中継局利得
（利得、給電損込み）

＋９０ｄＢ

伝搬損（奥村秦）
１．１８ｋｍ －１１３ｄＢ 受信アンテナ

給電損 －５ｄＢ

基地局受信電力
－１０１ｄＢｍ

（３ＧＰＰ最小感度）

受信アンテナ利得
＋１４ｄＢ伝搬損（自由空間）

２０ｍ －５７ｄＢ

＋１４ｄＢ
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２０ｍ １．１８ｋｍ
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検討パラメータ、個別計算結果については、
資料８１ ４９ ４と同 内容のため割愛資料８１－４９－４と同一内容のため割愛
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